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1. 2022年9月期第3四半期の連結業績（2021年10月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年9月期第3四半期 4,890 ― 123 ― 138 ― 82 ―

2021年9月期第3四半期 4,961 △31.6 243 △45.9 250 △42.5 182 △38.4

（注）包括利益 2022年9月期第3四半期　　75百万円 （―％） 2021年9月期第3四半期　　198百万円 （△28.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年9月期第3四半期 94.39 ―

2021年9月期第3四半期 209.84 ―

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年９月期第３四半期に

係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。このため対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年9月期第3四半期 6,625 4,350 65.7

2021年9月期 7,416 4,372 59.0

（参考）自己資本 2022年9月期第3四半期 4,350百万円 2021年9月期 4,372百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年９月期第３四半期に

係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年9月期 ― 0.00 ― 125.00 125.00

2022年9月期 ― 0.00 ―

2022年9月期（予想） 55.00 55.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 9月期の連結業績予想（2021年10月 1日～2022年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,500 ― 140 ― 158 ― 150 ― 171.42

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年９月期第３四半期に

係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。このため対前年同四半期増減率は記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年9月期3Q 901,151 株 2021年9月期 901,151 株

② 期末自己株式数 2022年9月期3Q 24,455 株 2021年9月期 28,455 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年9月期3Q 874,484 株 2021年9月期3Q 870,594 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日において入手可能な情報に基づき算定しており、その達成を当社として約束す
る趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因によって数値予想と異なる結果となる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首より適用しております。この結果、前第３四半期連結累計期間と収益の会

計処理が異なることから、以下の経営成績に関する説明においては増減額及び前年同期比（％）を記載しておりませ

ん。

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間の建築業界は、都心大型再開発の端境期に入っていること等から、足許の第３四半

期においても首都圏の非居住用建物の着工床面積が前年同期比で34.9％減少する等低迷しています。一方、第３

四半期の建設投資額は増加しており、建設大手50社による建築受注も前年同期比で34.4％増となる等、コロナ禍

から回復基調にあります。但し、建設投資額増加は建築資材や燃料の価格高騰も要因になっているほか、都心の

大規模再開発案件の受注競争の激化による収益低下が懸念されている等、依然として先行き不透明な状況が続く

と想定しております。

　このような経営環境の中、材料コストの価格転嫁交渉を含め、工事の採算性に特に留意し、新築市場、リニュ

ーアル市場ともにバランスのとれた受注獲得のほか、直接受注の拡大、子会社とのコラボレーション推進等、業

績の向上を図ってまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の受注高は56億56百万円（前年同四半期は62億55百万円）となりまし

た。売上高につきましては、48億90百万円（前年同四半期は49億61百万円）となりました。利益につきまして

は、営業利益は１億23百万円（前年同四半期は２億43百万円）、経常利益は１億38百万円（前年同四半期は２億

50百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は82百万円（前年同四半期は１億82百万円）となりました。

　セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

（建設工事業）

　売上高は43億８百万円（前年同四半期は42億９百万円）となり、セグメント利益は47百万円（前年同四半期は

１億41百万円）となりました。受注高につきましては、52億89百万円（前年同四半期は52億87百万円）となりま

した。

（設備工事業）

　売上高は５億84百万円（前年同四半期は７億54百万円）となり、セグメント利益は75百万円（前年同四半期は

１億１百万円）となりました。受注高につきましては、３億67百万円（前年同四半期は９億68百万円）となりま

した。

　なお、当社グループは、完成工事物件の引渡しが第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間に集中

するため、四半期連結会計期間の売上高には季節的変動があります。
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（２）財政状態に関する説明

（資　産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は49億78百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億33百万円

減少いたしました。これは主に未成工事支出金が減少したことによるものであります。固定資産は16億46百万円

となり、前連結会計年度末に比べ57百万円減少いたしました。

　この結果、総資産は66億25百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億90百万円減少いたしました。

（負　債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は20億77百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億60百万円

減少いたしました。これは主に未成工事受入金が減少したことによるものであります。固定負債は１億98百万円

となり、前連結会計年度末に比べ７百万円減少いたしました。

　この結果、負債合計は22億75百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億68百万円減少いたしました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は43億50百万円となり、前連結会計年度末に比べ21百万円減少い

たしました。これは主に利益剰余金の減少によるものであります。

　この結果、自己資本比率は65.7％（前連結会計年度末は59.0％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年５月19日に発表いたしました連結業績予想からの変更はございません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,215,701 1,916,954

受取手形・完成工事未収入金 1,324,008 －

受取手形・完成工事未収入金等 － 1,345,539

電子記録債権 238,389 291,618

未成工事支出金 1,726,120 1,160,071

材料貯蔵品 7,395 7,840

その他 201,393 257,645

貸倒引当金 △722 △797

流動資産合計 5,712,287 4,978,872

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 704,069 689,776

土地 447,020 436,655

建設仮勘定 － 1,122

その他（純額） 8,814 7,696

有形固定資産合計 1,159,905 1,135,250

無形固定資産

ソフトウエア 27,528 22,145

その他 4,033 3,348

無形固定資産合計 31,562 25,493

投資その他の資産

投資有価証券 119,798 109,258

長期貸付金 10,238 9,032

その他 454,774 440,088

貸倒引当金 △72,355 △72,354

投資その他の資産合計 512,455 486,024

固定資産合計 1,703,922 1,646,769

資産合計 7,416,210 6,625,641

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 529,562 512,601

電子記録債務 332,501 318,328

短期借入金 25,000 －

１年内返済予定の長期借入金 369,647 264,292

未払法人税等 64,863 171

未成工事受入金 1,216,316 670,738

賞与引当金 119,383 29,282

役員賞与引当金 48,996 13,539

完成工事補償引当金 16,380 17,288

工事損失引当金 3,000 4,021

その他 112,310 246,776

流動負債合計 2,837,960 2,077,039

固定負債

長期借入金 158,818 152,217

その他 47,023 45,837

固定負債合計 205,841 198,054

負債合計 3,043,802 2,275,093

純資産の部

株主資本

資本金 885,697 885,697

資本剰余金 1,263,960 1,264,171

利益剰余金 2,306,182 2,279,635

自己株式 △83,859 △72,071

株主資本合計 4,371,980 4,357,433

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 426 △6,885

その他の包括利益累計額合計 426 △6,885

純資産合計 4,372,407 4,350,547

負債純資産合計 7,416,210 6,625,641
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年６月30日)

完成工事高 4,961,168 4,890,993

完成工事原価 4,011,430 4,028,206

完成工事総利益 949,737 862,787

販売費及び一般管理費 705,740 739,104

営業利益 243,997 123,682

営業外収益

受取利息 163 120

受取配当金 1,518 1,873

受取賃貸料 1,517 1,280

技術指導料 7,933 10,404

助成金収入 － 1,837

その他 881 1,783

営業外収益合計 12,013 17,299

営業外費用

支払利息 3,306 1,814

その他 1,731 880

営業外費用合計 5,038 2,694

経常利益 250,972 138,286

特別損失

固定資産売却損 － 3,483

特別損失合計 － 3,483

税金等調整前四半期純利益 250,972 134,803

法人税、住民税及び事業税 20,323 27,291

法人税等調整額 47,961 24,972

法人税等合計 68,284 52,263

四半期純利益 182,687 82,539

親会社株主に帰属する四半期純利益 182,687 82,539

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益 182,687 82,539

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16,058 △7,312

その他の包括利益合計 16,058 △7,312

四半期包括利益 198,745 75,227

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 198,745 75,227

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響）

　当社グループへの新型コロナウイルス感染症拡大の影響につきましては、現時点で軽微ではありますが、今

後も引き続き注視してまいります。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによ

り、従来工事契約に関して、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準

を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、履行義務を充足するにつれて一定の期間に

わたり充足される履行義務については、履行義務の充足に係る進捗度を見積もり、当該進捗度に基づき一定の期

間にわたり収益を認識する方法に変更しております。なお、履行義務の充足に係る進捗度の見積りの方法は、見

積総原価に対する実際原価の割合（インプット法）で算出しております。

　また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないものの、発生する費用を回収すること

が見込まれる場合は、原価回収基準により収益を認識しており、契約における取引開始日から完全に履行義務を

充足することが見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約等については代替的な取扱いを適用し、一定の期

間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務が充足した時点で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の完成工事高は525,811千円増加し、完成工事原価が525,811千円増加し

ております。なお、利益剰余金の当期首残高への影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形・完成工事未収入金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形・完成工事未収入金等」に含め

て表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結

会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結

累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」(企業会計基準第10号　2019年７月４日)第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。
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